
理
想
と
す
る
循
環

ア
メ
リ
カ
の
市
場

海
外
市
場
開
拓
の

ス
テ
ッ
プ
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平
成
28
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
は
、
経
済
再
生
と
財

政
健
全
化
を
両
立
し
つ
つ｢

企

業
の
収
益
力
を
高
め
、
前
向

き
な
国
内
投
資
や
賃
金
引
上

げ
を
促
す
こ
と｣

｢

結
婚
・
子

育
て
の
希
望
を
実
現
し
に
く

い
状
況
を
克
服
し
、
子
育
て

い
優
し
い
社
会
を
創
る
こ
と｣

な
ど
を
目
指
し
て｢

平
成
28
年

度
税
制
改
正
大
綱｣

と
し
て
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
軽

減
税
率
に
続
い
て
、
今
回
は

そ
の
他
の
重
要
な
税
制
改
正

を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

現
在
の
日
本
の
法
定
実
効

税
率
は
31
・
33
％
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均(

約
25
％)

、

ア
ジ
ア
平
均(

約
22
％)

と
比

較
す
る
と
非
常
に
高
い
水
準

に
あ
り
、
こ
の
実
効
税
率
の

高
さ
が
、
日
本
企
業
の
海
外

流
出
の
加
速
と
、
立
地
競
争

力
の
低
下
の
要
因
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
か
ね
て
よ
り
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
税

制
改
正
で
は
、
法
人
税
率
の

更
な
る
引
き
下
げ
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
実
効
税
率
が
20

％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の

好
循
環
へ
の
後
押
し
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
適
用
時
期

　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

従
来
か
ら
建
物
に
つ
い
て

は
、
償
却
方
法
が
定
額
法
に

一
本
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

電
気
・
給
排
水
・
衛
生
設
備

な
ど
建
物
と
一
体
化
に
整
備

さ
れ
る
建
物
付
属
設
備
及
び

構
築
物
の
償
却
方
法
は
、
納

税
者
が
定
額
法
又
は
定
率
法

の
い
ず
れ
か
を
自
由
に
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
法
人
税
率
引
き

下
げ
に
よ
る
代
替
財
源
の
確

保
の
た
め
、
建
物
付
属
設
備

及
び
構
築
物
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　

建
物
同

　
　
　
　
　
　
　
　

様
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

償
却
方

　
　
　
　
　
　
　
　

法
が
定

　
　
　
　
　
　
　
　

額
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　

一
本
化

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
適
用
時
期

　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
後

に
取
得
す
る
資
産
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

欠
損
金
の
繰
越
控
除
制
度

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
税
制
改
正
に
よ
り
、
期
末

資
本
金
の
額
が
1
億
円
超
の

大
法
人
に
つ
き
平
成
27
年
4

月
1
日
以
後
の
各
事
業
年
度

に
お
い
て
控
除
で
き
る
所
得

金
額
が
、
二
段
階
で
縮
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
今

　
　
　
　
　
　
　
　

回
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　

成
28
年

　
　
　
　
　
　
　
　

度
税
制

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正
で

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　

人
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　

実
効
税

　
　
　
　
　
　
　
　

率
の
引

　
　
　
　
　
　
　
　

き
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

代
替
財

　
　
　
　
　
　
　
　

源
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　

保
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　

的
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
に
欠

損
金
の
繰
越
控
除
限
度
額
に

つ
い
て
見
直
し
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

①
控
除
限
度
額
の
計
算

　

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て

控
除
で
き
る
欠
損
金
の
額
は
、

上
記
に
示
し
た
控
除
限
度
額

と
、
繰
越
欠
損
金
の
額
の
う

ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
額
で
す
。

②
繰
越
期
間
の
延
長(

全
法
人

　

が
対
象)

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
欠
損
金
を
当
該
事

業
年
度
の
所
得
金
額
と
相
殺

す
る
こ
と
が
で
き
る
繰
越
期

間
が
、
最
長
9
年
間
か
ら
最

長
10
年
間
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
、
こ
の
繰
越
期
間
の
延

長
が
適
用
さ
れ
る
事
業
年
度

は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
以

後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か

ら
、
平
成
30
年
4
月
1
日
以

後
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度

に
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

③
保
存
期
間
の
延
長(

全
法
人

　

が
対
象)

　

前
項
の
改
正
に
伴
い
、
帳

簿
書
類
の
保
存
期
間
、
欠
損

金
に
係
る
更
生
期
間
、
更
生

の
請
求
期
間
の
延
長
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
開
始
時
期
が

1
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

　

目的を認識

現状を把握

主催：さくら合同事務所平成28年2月9日 徳島県教育会館

理
想
と
す
る
循
環

近付くと蛙がジャンプ！

３次元空間の滝

滝にうたれるアウディ

定率法
償却費

２２分４６秒

徳
島
に
求
め
ら
れ
る
も
の

強
い
と
こ
ろ
を
売
り
出
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
用

20

魅
力
的
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
は

わ
が
国
の
現
状
と
課
題

課
題
解
決
の
道

ど
ん
な
広
告
を
作
れ
ば

良
い
の
か

情
報
が
溢
れ
て
い
る

現
代
社
会
に
必
要
な
こ
と

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修

た
っ
た
一
人
の

ス
タ
ー
ト

始　

め　

に

個人番号と法人番号の違い

個
人
番
号
と

法
人
番
号

桁数 12桁 13桁

通知元

通知方法

通知時期

利用制限

番号検索

市長村長 国税庁長官

通知カード送付
(住民票上の住所)
(簡易書留・同一
世帯はまとめて)

書面通知
(登記上の所在地)
(普通郵便)

27年10月～11月 27年10月～11月

法令・条例で定め
た範囲内でのみ利
用可能

官民問わず自由に
利用可能

不可 可

利用開始 28年1月から 28年1月から

28年1月から

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

減
価
償
却
制
度
の

見
直
し

（1990年代以降）

労
働
法
改
正
に
つ
い
て

長
時
間
労
働
の
是
正

法
人
税
率
引
き
下
げ

イ
ン
ド
の
変
化

イ
ン
ド
と
日
本
の
経
済

「平成28年度税制改正大綱～消費税軽減税率他～」

さくら税理士法人　公認会計士・税理士

大寺　健司

雇
用
保
険

法
人
に
関
連
す
る

税
制
改
正

定額法
償却費

償
却
額

経過年数

欠
損
金
繰
越
控
除

制
度
の
利
用
制
限

事業年度

限 

度 

額

中小法人等

改正前

改正後

平成28年4月1日
　　 から
平成29年3月31日

平成29年4月1日
　　 から
平成30年3月31日

平成30年4月1日
　　 以後

所得金額×100％

所得金額×65％

所得金額×60％ 所得金額×55％ 所得金額×50％

（Ａ）



自
分
自
身
の
思
考
・

行
動
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

整
理
す
る
際
に
か
か
せ

な
い
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

整
理
さ
れ
る
と
起
こ
る

プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

真
逆
の
ス
パ
イ
ラ
ル
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空
間
が

　

約
30
年
前
、
私
が
短
大
を
卒

業
し
て
就
職
し
た
の
が
、
当
時

設
立
さ
れ
た｢

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ｣

で
、
当
時
の
社
員
数
は
10
名
ぐ

ら
い
で
し
た
。
社
長
は
今
も
同

じ
方
で
す
が
、
そ
の
方
に｢

整
理

力｣｢

選
択
力｣

を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
を
退
職
後
に
、

有
名
な
大
手
企
業
に
足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
行
く
先
々
の
企
業
で

は
、
私
が
そ
れ
ま
で
養
っ
て
き

た
こ
と
が
全
然
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

優
秀
な
人
で
も
、
探
し
物
の

山
で
宝
探
し
を
す
る
こ
と
に
一

日
時
間
を
費
や
し
て
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
残
業
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
て｢

も
っ
た
い
な
い｣

と

思
う
こ
と
が
色
々
と
見
え
て
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
を｢

こ
う
し
た
ら

ど
う
で
す
か｣

と
色
々
な
角
度
で

伝
え
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で｢

す
ご
い
ね
！｣｢

目
か
ら
う
ろ

こ
だ｣

と
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
で
、
本
来
、
時
間
を
取

っ
て
集
中
し
て
や
り
と
げ
た

い｣
｢

質
の
い
い
仕
事｣

を
す
る
お

手
伝
い
に
な
る
と
思
っ
て
、
こ

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

整
理
す
る
こ
と
で
空
間
が
ス

ッ
キ
リ
す
る
と
、
気
持
ち
も
ス

ッ
キ
リ
し
ま
す
。
時
間
に
も
ゆ

と
り
が
で
き
て
、
ア
ポ
イ
ン
ト

が
入
っ
た
時
も
、
モ
ノ
が
す
ぐ

に
見
つ
か
る
の
で
、
す
ぐ
に
行

動
に
移
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

め
ま
す
。
何
か
い
い
仕
事
の
依

頼
が
来
て
も
、
準
備
が
遅
い
と
、

断
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
目
的
を
認
識

　

｢

質
の
い
い
仕
事｣｢

ゆ
と
り｣

｢

気
持
ち
の
イ
ラ
イ
ラ
を
な
く
す｣

｢

ス
ッ
キ
リ
し
た
空
間
を
作
る｣

｢

経
費
削
減｣

な
ど
が
目
的
に
な

り
ま
す
。

■
現
状
を
把
握

　

自
分
が
今
、
仕
事
に
お
い
て

ど
う
い
う
状
況
に
い
る
の
か
、

机
の
上
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現

状
を
認
識
し
ま
す
。

■
問
題
点
を
明
確
に

　

現
状
を
認
識
す
る
と
、
問
題

点
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

｢

何
か
の
時
に
必
要
に
な
る
か
も｣ 

｢

使
わ
な
い
け
ど
高
か
っ
た
か
ら｣

な
ど
、
言
い
訳
を
し
な
が
ら
抱

え
込
ん
で
い
る
モ
ノ
が
あ
る
は

ず
で
す
。

■
ふ
る
い
に
か
け
て
選
ぶ

　

多
く
の
人
が
失
敗
す
る
の
は
、

モ
ノ
や
情
報
、
人
付
き
合
い
な

ど
、
今
あ
る
全
て
を
入
れ
込
も

う
と
し
て
、
整
理
し
な
い
と
い

け
な
い
け
れ
ど
苦
手
だ
し
時
間

が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る…

と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
自
分
で
ふ

る
い
に
か
け
て
選
ぶ
こ
と
で
す
。

■
手
放
す

　

｢

本
当
に
必
要
な
の
か｣｢

今
も

必
要
か｣｢

大
事
に
し
て
い
る
か｣

な
ど
の
観
点
か
ら
ふ
る
い
に
か

け
て
、
落
ち
て
き
た
モ
ノ
を
手

放
し
ま
す
。
こ
の｢

手
放
す｣

こ

と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー

ド
ル
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
人

が
決
め
た
こ
と
で
は
な
か
な
か

決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
の

物
差
し
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
整
理

整
頓
の
知
識
や
、
や
り
方
で
は

な
く
、
自
分
に
必
要
な
モ
ノ
は

な
に
か
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　

　   

始　
　

め　
　

に　

※

整
理
が
で
き
て
い
る
と…

・
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

・
ス
ト
レ
ス
が
減
る

・
ム
ダ
な
経
費
が
減
る

・
作
業
効
率
・
質
が
あ
が
る

・
目
的
が
明
確
に
な
る

悪循環好循環

イライラ

時間が
ない

後回し

探し物

スッキリ

ゆとり

すぐ行動

みつかる

(

(

(

(

(

(

(

(
⇒

自分の目的を認識する

現状を把握する

問題点を明確に

ふるいにかける

選ぶ

手放す

収める
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追
わ
れ
る
カ
ラ
ス
、

追
う
カ
ラ
ス
も

追
わ
れ
る
カ
ラ
ス

な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
4

月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
生
じ
た
欠
損
金
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
背
景

　

一
般
的
な
宅
地
の
場
合
、
固

定
資
産
資
産
税
評
価
額
に
は

通
常
、
そ
の
土
地
の
売
買
価

格
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
農
地
に
つ
い
て
は
、
売

買
価
格
か
ら
45
％
を
割
り
引

い
た
金
額
が
評
価
額
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
固

定
資
産
税
額
が
宅
地
に
比
し

て
極
め
て
低
額
で
す
。
そ
の

結
果
、
有
効
活
用
す
る
予
定

は
な
い
も
の
の
耕
作
放
棄
地

を
保
有
し
続
け
、
結
果
と
し

て
、
や
る
気
の
あ
る
農
家
や
、

農
業
に
参
入
し
た
い
新
た
な

担
い
手
に
土
地
が
行
き
渡
ら

な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
及

び
高
度
化
の
促
進
を
図
る
た

め
、
農
地
保
有
に
係
る
課
税

が
強
化
・
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
一
定

の
遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税

評
価
に
お
い
て
、
正
常
売
買

価
格
に
乗
じ
ら
れ
て
い
る
割

合(

0
・
55)

を
乗
じ
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
に
お
け
る
農

　

地
の
評
価

　

■
改
正
の
背
景

　

課
税
強
化
の
改
正
と
同
様
、

農
地
用
の
利
用
の
効
率
化
及

び
高
度
化
の
促
進
を
図
る
た

め
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措

置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

所
有
す
る
全
て
の

農
地
（
10
ア
ー
ル
未

満
の
自
作
地
除
く
）

を
、
農
地
中
間
管
理

機
構
に
10
年
以
上
貸

し
付
け
た
場
合
、
そ

の
貸
付
期
間
に
応
じ

て
固
定
資
産
税
が
2

分
の
1
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■
改
正
の
概
要

　

被
相
続
人
が
生
前
居
住
し

て
い
た
土
地
家
屋
等
を
相
続

に
よ
り
取
得
し
た
人
が
、
平

成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

31
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

そ
れ
ら
を
譲
渡

し
た
場
合
に
は

譲
渡
所
得
金
額

に
つ
い
て
「
居

住
用
財
産
の
譲

渡
所
得
の
3
千
万
円
特
別
控

除｣

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
本
特
例
の
適
用
要
件

①
相
続
開
始
直
前
に
被
相
続

　

人
が
居
住
し
て
い
た
家
屋

　

で
あ
る
こ
と

②
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

　

に
建
築
さ
れ
た
家
屋
で
あ

　

る
こ
と

③
相
続
開
始
直
前
に
被
相
続

　

人
以
外
に
居
住
し
て
い
た

　

者
が
い
な
い
こ
と

④
相
続
発
生
時
か
ら
、
相
続

　

開
始
以
後
3
年
を
経
過
す

　

る
日
の
属
す
る
年
の
12
月

　

31
日
ま
で
に
譲
渡
す
る
こ

　

と
⑤
譲
渡
対
価
の
額
が
1
億
円

　

以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
家
屋
と
土
地
を
合
わ
せ
て

　

譲
渡
す
る
場
合
、
次
の　

　

・　

を
満
た
し
て
い
る
こ

　

と

　

相
続
発
生
時
か
ら
譲
渡
す

　

る
ま
で
の
期
間
に
、
事
業

　

用
、
貸
付
用
、
居
住
用
に

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い

　

譲
渡
時
に
お
い
て
地
震
に

　

対
す
る
安
全
性
に
係
る
規

　

定
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
基

　

準
に
適
合
し
て
い
る

⑦
家
屋
を
除
去
し
敷
地
の
み

　

を
譲
渡
す
る
場
合
、
次
の

　
　

、　

を
満
た
し
て
い
る

　

こ
と

　

相
続
発
生
時
か
ら
除
去
す

　

る
ま
で
の
期
間
に
、
事
業

　

用
、
貸
付
用
、
居
住
用
に

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い

　

相
続
発
生
時
か
ら
譲
渡
す

　

る
ま
で
の
期
間
に
、
事
業

　

用
、
貸
付
用
、
居
住
用
に

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い

（
参
考
）

　

平
成
25
年
の
住
宅
・
土
地

統
計
調
査(

総
務
省)

に
よ
れ

ば
、
平
成
25
年
10
月
時
点
の

空
家
の
総
数
は
約
8
2
0
万

戸
に
達
し
、
中
で
も
周
辺
の

生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及

ぼ
し
得
る
空

地
の
数
は
、

毎
年
平
均
し

て
約
6
・
4

万
戸
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
等
に
よ
り
、
今
後
も
空
家

の
総
数
は
増
加
の
一
途
を
辿

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責
・
編
集
部)

個
人
情
報
の
懸
念
に
対
応

絵皿から伸びていく植物

ハウステンボスの運河沿いに並ぶ木々

ホログラムの糸で魚釣り

魅
力
あ
る
徳
島
を
再
発
見
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民
間
事
業
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い

イ
ン
ド
と
日
本
の
今
後

二
部
上
場
へ
！

15
秒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
作
る
た
め
に
は

15

セ
ン
ト
ラ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

を
活
用
す
る

労　

働　

法

認
知
度
の
低
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
ル
ー
ル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理

早
期
発
見
・
早
期
予
防

声
を
買
え
る

必
要
最
低
限
行
う

7
つ
の
こ
と

会
社
の
す
べ
き
こ
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
対
応
状
況

イ
ン
ド
の
変
化

日
本
は

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

労
働
力
の
向
上

社 

会 

保 

険

農
地
保
有
に
係
る

課
税
の
強
化

資
産
に
関
連
す
る

税
制
改
正

改
正
前

正
常
売
買
価
格×

限
界
収
益
修
成
率

（
0
・
55
）

改
正
後

正
常
売
買
価
格

一
定
の
遊
休
農
地
と
は…

　

政
府
は
、
農
業
の
担
い
手
へ

農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
、
農

用
地
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高

度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事

業(

農
地
中
間
管
理
事
業)

を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
（
い
わ
ゆ

る
農
地
集
積
バ
ン
ク
）
が
再
生

可
能
と
判
断
し
た
遊
休
農
地
を

借
り
受
け
、
新
た
な
農
業
の
担

い
手
に
貸
付
を
行
う
こ
と
で
、

遊
休
農
地
の
利
用
を
促
進
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
課
税
が
強
化
さ
れ
る

「
一
定
の
遊
休
農
地
」
と
は
、

農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
意

向
調
査
に
お
い
て
、
所
有
者
が

自
ら
耕
作
す
る
等
の
表
明
を
し

た
が
、
そ
の
表
明
通
り
に
利
用

の
促
進
が
行
わ
れ
ず
、
「
農
業

委
員
会
に
よ
る
農
地
中
間
管
理

機
構
の
農
地
中
間
管
理
県
の
取

得
に
関
す
る
協
議
の
勧
告
」
を

受
け
た
土
地
で
す
。

農
地
保
有
に
係
る

課
税
の
軽
減

貸付期間 貸付期間が10年以上 貸付期間が15年以上

軽減期間 最初の3年間 最初の5年間

空
地
に
係
る
譲
渡

所
得
の
特
別
控
除

個
人
所
得
に
関
す
る

税
制
改
正

（Ｂ）

（Ｃ）

(イ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

(イ)(ロ)

(イ)(ロ)


